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ニュースレター
香川スクールソーシャルワーカー協会

2019年度 スクールソーシャルワーカー養成講座！

昨年に引き続き、今年度もスクールソーシャルワーカー養成講座が開催されました。

１日目は、ソーシャルワークの価値・倫理と共に、スクール
ソーシャルワークの役割について知ることができました。ま
た、教育現場の実際や、子どもたちを取り巻く状況について、
先生方からリアルで貴重なお話をきくことができました。

２日目には、子どもの理解を深めるために、どのようにアセス
メントし、子どもたちとかかわっているか、エコマップや事例を
通じて学びました。他にも、子どもたちの抱える青年期の発達
課題やメンタルヘルスについて理解し、対応できていない状況
であることも知りました。

グループワークでは、実際に体験することで、協力して取り組
むことのよさに改めて気づき、みなさん終始ニコニコの笑顔で
した。

入門講座 １日目（７月２７日）
・スクールソーシャルワーク概論
・子どもを取りまく教育現場の現状
・教育現場での連携の実際

入門講座 ２日目（７月２８日）
・子どもの理解を深める

〜インテークとアセスメント〜
・実践事例を用いた

子どもたちとの「かかわり」
・子どものメンタルヘルス
・子どもと子どもをつなぐグループワーク

専門講座 （９月７日）
・ランチミーティング

〜SSWerの実際の活動を知る〜
・演習（事例検討）
・面接とラポール形成

専門講座は、ランチミーティングから開会しました。日頃のス
クールソーシャルワーカーについての活動や、プライベートな話
など、和気藹々と話をしました。

３つのグループに分かれて事例検討を行い、スクールソー
シャルワーカーとしてどんな情報が必要か、そして、どのような
支援が展開されるかを各グループで話し合われました。

最後は齋中さんから、面接とラポール形成として「傾聴」につ
いて講義していただきました。スクールソーシャルワーカーには
欠かせない「きく」ということ。どこまでクライエントの語りや想い
をきくことができているか。話し手の話に集中し、スクールソー
シャルワーカーにとって何をきくかより、どうきくかを大切にして、
話し手を理解しようとする積極的な態度で傾けることが信頼関
係の形成につながることを学びました。話し手に安心と安全の
提供できるような「きく」ことが、スクールソーシャルワーカーに
は求められ、日頃の実践を振り返る機会となりました。



長い夏休みが終わり、二学期がスタートしました。会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？9月に入り少しずつ過ごしやすくなって
きましたが、気温の変化に体調を崩さないようお気をつけ下さい。早いもので今年も残すところ3か月を切りました。子どもたちとともに
充実した日々を過ごしていきましょう。
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お知らせ

７月５日（金）に丸亀市会のひまわりセンターにおいて、第２回研修会が行われました。

今後の研修会等についてのお知らせです。

◆ 2019年度香川SSWセミナー
学校文化とSSW〜多職種連携の中でどう子どもとかかわるのか〜
日時：11月24日(日) 9時30分〜15時30分
場所：香川県社会福祉総合センター７階大会議室
内容：「児童虐待から子どもを守る多職種連携のあり方」
講師：木下 あゆみ氏

2019年度 第２回研修会

参加者の声
（アンケートより）子どもを中心に」「子どもを

大切に」というような考えを
常に持って行動できている
のか自分自身を振り返る
機会をいただけました。

事例を通して、スクールソー
シャルワークには、連携や情
報交換が大切だということを
学びました。

杉村先生の親の会の話を聞
いて、保護者との関わりも欠
かせないものだと思いました。

誰のためのどんな支援な
のかを考えることが大切
であることがわかりました。

子どもとかかわる中で傾
聴する姿勢が大切だと思
いました。

「Now and Here」という

言葉が強く印象に残り、ス
クールソーシャルワークに
大切なことは、子どものそ
の時々の状況を見逃さず
に、支援していくことだと
思いました。

第２回研修会では、豊澤会長を講師に「学校の中でSSWerとして働く上で

困っていること」をグループワークで行いました。学校という文化の中でス
クールソーシャルワークの専門性を発揮するときに、日頃、さまざまな活動
の悩みを、会員みなさん必ずもっているものです。協会の研修が、困ってい
ることや、活動の工夫を共有する機会になればと思います。豊澤会長から、
「SSWerという名前の下に個々に動くのではなく、すべてのSSWerがSSWの

専門性の基盤の上で働くことが大切。そのために、スクールソーシャルワー
クの専門性をみんなで確認していかなければならない」という話がありまし
た。

リラックスしながら、話(情
報交換)ができて良かった

です。親交が深まりました。
ごはんを食べると和む、こ
のような機会をまたもちた
いと感じました。

アセスメントをていねいに
することの大切さを再認
識しました。また、自分ひ
とりで考えるのではなく、
皆で一緒に検討すること
で、ひとりでは気づけな
かった見方、視点もまた
知ることができました。

◆第３回 定例研修会
日時：12月13日（金） 19時〜
場所：ひまわりセンター

※詳細につきましては協会からの案内をご確認ください。


